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(1]) 歯腔を成犬顎骨内に移植する場合, 移植床は当初よりこれを異物化し, 急速に吸収同化せんとする
転機を示した｡










るが, 体位が正常であれば歯腔の複合接着移植でも成功の可能性は高 く, 癒合歯の萌出を可能にする｡
他家幼犬移植, 他家成犬移植などの場合はいずれにしても移植床の側から移植免疫現象の発現がみられ
て移植を不成功に終らせる｡
移植免疫現象としては歯小嚢周辺の移植床の血管の充血および出血現象と, 移植床周辺からの移植歯腔
に向ってのリンパ球の浸潤であり, 移植歯腔はこれによって異物化され処理せられる｡
いずれにしても移植床としては自家または同腹幼犬の歯腔摘出債が最も好適で, 移植を成功に導 く一つ
の鍵であり, 歯歴移植の問題に対して本研究は一つの解明の焦点を与えたものといい得る｡
本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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